
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

訓

令

○
職
員
の
給
料
の
決
定
の
基
準
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

六
五
一

告

示

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件

六
五
一

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
名
称
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

六
五
二

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た

件

六
五
二

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

二
件

六
五
二

○
生
活
保
護
法
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
施
術
者
の
住
所
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ

た
件

六
五
三

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
介
護
扶
助
等
の
た
め
の
介
護
機
関
を
指
定
し
た
件

六
五
三

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
事
業
所
の
名
称
を
変
更
し
た
旨
届
出
が

あ
っ
た
件

六
五
三

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出

が
あ
っ
た
件

六
五
四

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

六
五
四

公

告

○
落
札
者
を
決
定
し
た
件

六
五
五

○
都
市
計
画
法
に
よ
り
公
聴
会
を
開
催
す
る
件

六
五
五

訓

令

福
島
県
訓
令
第
十
八
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

労
働
委
員
会
事
務
局

職
員
の
給
料
の
決
定
の
基
準
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
こ
こ
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

職
員
の
給
料
の
決
定
の
基
準
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
給
料
の
決
定
の
基
準
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
福
島
県
訓
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
す
べ
て
昇
給
」
を
「
昇
給
（
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

初
任
給
規
則
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
職
員
の
昇
給
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

「東

別
表
第
二
本
庁
部
長
の
項
中
「
（東

京
事
務
所
所
属
の
職
員
を
除
く

。
）
」
を
削
り
、
同
表
中

労
京
事
務
所
長

を
「労

働
委
員
会
事
務
局
長

」
に
、
「各

所
属

」
を
「労

働
委
員
会
事
務
局
所

働
委
員
会
事
務
局
長

」

属

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

福
島
県
告
示
第
七
百
七
十
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ

せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

西
山
医
院

田
村
郡
三
春
町
字
御
免
町
一
七
九

平
成
二
九
年
九

月
一
日

か
み
や
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

同

郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
門
番

同

九
三
―
一

月
一
四
日

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
七
百
七
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
名
称

を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

変

更

前

変

更

後

早
川
医
院

医
療
法
人
緑
樹
会
早
川

相
馬
市
中
村
字
泉
町
九
―
一

医
院

め
ぐ
み
薬
局

フ
ァ
ー
コ
ス
薬
局
め
ぐ

白
河
市
六
反
山
一
○
―
二
六

み

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
七
百
七
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
所
在

地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

所

在

地

名

称

変

更

前

変

更

後

メ
ル
シ
ー
薬
局
西
川
店

須
賀
川
市
西
川
字
山
本
一
二
―

須
賀
川
市
山
寺
町
一
七
〇

七

ア
イ
ル
薬
局
須
賀
川
店

同

市
山
寺
三
三

同

市
山
寺
町
三
九

さ
と
う
心
療
内
科

同

市
西
川
字
前
田
一
〇

同

市
山
寺
町
三
七

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
七
百
七
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業

を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

廃
止
年
月
日

有
限
会
社
医
薬
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ

南
相
馬
市
原
町
区
南
町
一
―
一
五
三

平
成
二
九
年
四

ミ
調
剤
薬
局

月
三
〇
日

う
さ
ぎ
堂
薬
局
本
陣
前
店

同

市
原
町
区
本
陣
前
一
―
八
二

同

年
六

月
三
〇
日

コ
ス
モ
調
剤
薬
局
米
代
東
店

会
津
若
松
市
米
代
二
―
一
―
一
〇

同

年
八

月
一
五
日

駒
場
内
科
医
院

南
相
馬
市
原
町
区
三
島
町
二
―
二
〇
二
―

同

一

月
三
一
日

西
山
医
院

田
村
郡
三
春
町
字
御
免
町
一
七
九

同

日

か
み
や
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

同

郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
宿
ノ
後

同

年
九

三
三

月
一
三
日

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
七
百
七
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業

を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

事
業
所
の

事
業
者
の
主
た
る

事
業
所
の
所
在
地

事
業
者
の
名
称

廃
止
年
月
日

名

称

事
務
所
の
所
在
地

三
春
訪
問

田
村
郡
三
春
町
字

公
益
財
団
法
人

郡
山
市
向
河
原
町

平
成
二
九
年
八

看
護
ス
テ
ー

六
升
蒔
五
〇

星
総
合
病
院

一
五
九
―
一

月
三
一
日

シ
ョ
ン

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
七
百
七
十
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残

留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条

第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
施

術
者
か
ら
当
該
施
術
者
の
住
所
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

住

所

氏

名

変

更

前

変

更

後

榎
本
敦
士

南
相
馬
市
原
町
区
北
新
田
字
本
町

南
相
馬
市
原
町
区
大
町
一
―
二
九

九
八
―
七
―
六

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
七
百
七
十
六
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
介
護
扶
助
及
び
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居

宅
介
護
若
し
く
は
居
宅
介
護
支
援
計
画
の
作
成
、
福
祉
用
具
の
給
付
、
介
護
予
防
若
し
く
は
介
護
予
防

支
援
計
画
の
作
成
又
は
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
給
付
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

事
業
所
の

事
業
所
の

事
業
者
の

事
業
者
の
主
た
る

サ
ー
ビ
ス

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

名

称

事
務
所
の
所
在
地

の
種
類

社
会
福
祉
法

大
沼
郡
昭
和
村

社
会
福
祉
法

大
沼
郡
昭
和
村
大

平
成
二
九
年
訪
問
介
護

人
昭
和
福
祉

大
字
小
中
津
川

人
昭
和
福
祉

字
小
中
津
川
字
石

七
月
一
日

訪
問
型

会
す
み
れ
荘

字
石
仏
一
八
三

会

仏
一
九
三
〇

サ
ー
ビ
ス

居
宅
介
護
サ
ー

六

通
所
介

ビ
ス
事
業
所

護

通
所

型
サ
ー
ビ

ス
（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
七
百
七
十
七
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十

四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次

の
指
定
介
護
機
関
か
ら
当
該
介
護
機
関
の
事
業
所
の
名
称
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

事

業

所

の

名

称

事
業
者
の

事
業
者
の
主
た
る

事
業
所
の
所
在
地

名

称

事
務
所
の
所
在
地

変

更

前

変

更

後

め
ぐ
み
薬
局

フ
ァ
ー
コ
ス
薬
局

白
河
市
六
反
山
一

株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区

め
ぐ
み

〇
―
二
六

フ
ァ
ー
コ

神
田
練
塀
町
六
八
―

ス

一

ム
ラ
タ
ヤ
ビ

ル
二
階

ア
イ
ミ
ー
薬
局
中

フ
ァ
ー
コ
ス
薬
局

福
島
市
東
中
央
二
―

同

同

央
店

東
中
央

二
―
二
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（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
七
百
七
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十

四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次

の
指
定
介
護
機
関
か
ら
当
該
介
護
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

事

業

所

の

所

在

地

事
業
者
の

事
業
者
の
主
た
る

事
業
所
の
名
称

名

称

事
務
所
の
所
在
地

変

更

前

変

更

後

居
宅
介
護
支
援
事

福
島
市
方
木
田
字

福
島
市
伏
拝
字
田

株
式
会
社

福
島
市
伏
拝
字
田

業
所
シ
ニ
ア
ガ
ー

本
方
木
田
四
六
―

中
一
九
―
七

ユ
ア
ラ
イ

中
二
一
―
一

デ
ン

一

敬
愛
会
方
木

フ

田
ビ
ル
一
階

い
き
い
き
ケ
ア
セ

須
賀
川
市
下
小
山

須
賀
川
市
雨
田
字

特
定
非
営

須
賀
川
市
雨
田
字

ン
タ
ー

田
字
孫
八
内
一
〇

富
岡
五
七

利
活
動
法

富
岡
五
七

二

人
ふ
く
し

ま
共
生
セ

ン
タ
ー

ひ
よ
り
居
宅
介
護

白
河
市
久
田
野
田

白
河
市
新
白
河
一
―

株
式
会
社

西
白
河
郡
西
郷
村

支
援
事
業
所

中
三
九
―
四

一
〇
四

丸
昌
ビ

太
郎

字
小
田
倉
狼
山
合

ル
二
Ｆ

五
〇

さ
ん
あ
い
指
定
居

須
賀
川
市
森
宿
字

須
賀
川
市
西
川
字

医
療
法
人

須
賀
川
市
森
宿
字

宅
介
護
支
援
事
業

狐
石
一
二
九
―
七

隠
久
保
一
三
六

三
愛
会

狐
石
一
二
九
―
七

所

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
七
百
七
十
九
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中

国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十

四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次

の
指
定
介
護
機
関
か
ら
当
該
指
定
介
護
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

事
業
所
の

事
業
所
の

事
業
者
の

事
業
者
の
主
た
る

サ
ー
ビ
ス

廃
止
年
月
日

名

称

所
在
地

名

称

事
務
所
の
所
在
地

の
種
類

定
期
巡
回

須
賀
川
市

株
式
会
社

郡
山
市
喜
久
田
町

平
成
二
九
年
八
月
三

定
期
巡
回

・
随
時
対

坂
の
上
町

エ
コ

卸
一
―
一
一
七
―

一
日

・
随
時
対

応
型
訪
問

一
―
一

一

応
型
訪
問

介
護
看
護

介
護
看
護

事
業
所
ひ

か
り

（
社
会
福
祉
課
）

公

告
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公 告 第 ２ ４ ５ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る い わ き 上 三 坂 小 野 線 ・ （ 仮 称 ）

４ 号 橋 外 上 部 工 事 の 請 負 に つ い て 、 次 の と お り 落 札 者 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体 の
物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 37 2号 。 以 下 「 特
例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の
11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

平 成 29年 12月 ５ 日
福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄

１ 落 札 に 係 る 建 設 工 事 の 名 称 及 び 数 量
い わ き 上 三 坂 小 野 線 ・ （ 仮 称 ） ４ 号 橋 外 上 部 工 事 一 式

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 土 木 部 土 木 総 室 土 木 総 務 課 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16号

３ 落 札 者 を 決 定 し た 日
平 成 29年 10月 23日

４ 落 札 者 の 氏 名 及 び 住 所
川 田 ・ 宮 地 ・ 協 三 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体 宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 中 央 一 丁 目 ６ 番 35

号
５ 落 札 金 額

2,553 , 120 , 000円
６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続

一 般 競 争 入 札
７ 特 例 政 令 第 ６ 条 の 公 告 を 行 っ た 日

平 成 29年 ８ 月 15日
（ 土 木 総 務 課 ）

公
告
第
二
百
四
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
北
都
市
計
画

に
係
る
公
聴
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
五
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

公
聴
会
の
開
催
日
時
及
び
場
所

日
時

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
（
金
）

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

場
所

福
島
市
上
町
四
番
二
十
五
号

福
島
テ
ル
サ
Ｆ
Ｔ
ホ
ー
ル

二

公
聴
会
の
案
件

県
北
都
市
計
画
道
路
を
変
更
す
る
案

三

公
述
人
の
資
格

公
述
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
県
北
都
市
計
画
区
域
内
の
住
民
に
限
る
。

四

公
述
人
の
申
出

公
述
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
に
、
別
記
様
式
に

よ
る
公
述
申
出
書
を
そ
の
者
の
居
住
す
る
市
町
村
又
は
福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
を
経
由
し
て
知
事

に
提
出
し
て
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

五

そ
の
他

１

福
島
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
規
則
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
知
事
が
公
述
人
の
数
若
し
く
は
公
述
の
時
間
を
制
限
し
、
又
は
公
述
の
全
部
若
し

く
は
一
部
を
認
め
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
述
の
申
出
を
し
た
者
に
通
知
す
る
。

２

こ
の
公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
の
変
更
の
案
は
、
福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
、
福

島
県
県
北
建
設
事
務
所
又
は
福
島
市
の
都
市
計
画
担
当
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

３

こ
の
公
聴
会
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
、
２
の
福

島
県
建
設
事
務
所
又
は
２
の
都
市
計
画
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

別
記
様
式

公
述

申
出

書
平
成

29年

12月５
日
付
け
福
島
県
報
に
登
載
さ
れ
た

「県
北
都
市
計
画
道
路
を
変
更
す
る
案

」

に
関
し

次
の
と
お
り
公
述
を
申
し
出
ま
す

、
。

平
成

29年
月

日
福
島
県
知
事

内
堀

雅
雄

公
述
申
出
人

住
所

ふ
り
が
な

氏
名

１
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由

２
意
見
の
要
旨

注

「意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由

」及
び

「意
見
の
要
旨

」に
つ
い
て
は

日
本
工
業
規
格

、
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列
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番
の
大
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さ
の

400字
詰
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原
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用
紙
１
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内
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こ
と
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都
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計
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）


